
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆先週は、前線に伴う降雨により一関出管内でも河川が増水したため、樋門・樋管を操作する
水門等水位観測員さんらが出動し、市街地等の逆流防止に努められました。夜通しご苦労様でした。（よ） 

 ５月１４～２２日にかけて、本格的な出水期
を前に、北上川の水門（樋門・樋管４７箇所）
の点検を行いました。 
 当日はゲート操作盤やゲート周りの点検、
ゲート開閉の動作確認の他、洪水時の対応につ
いて水門等水位観測員と情報交換などを行いま
した。 

 
 

中江川排水樋門 

ゲート操作盤点検 ゲート点検 

ゲートを開ける ゲートを閉める ゲート 

水閘門施設は,堤防の役割を持っている 

 北上川の洪水から市街地等への逆流を防止するために河川堤防に設置している河川管理施設。 

平常時は雨水等を川に排水  洪水時はゲートを閉め、逆流防止   河川の水位が下がれば、ゲートを開け
て溜まった水を排水  

北上川 

建設中の（仮称）柵の瀬橋 

川崎防災ステーション～箱石橋まで巡視 

 ５月２３～２４日、河川調査船「ゆはず」からの北上
川船上巡視を実施しました。  
 陸上からのパトロールでは見ることが難しい河岸や
護岸に破損がないかなどを船上から確認しました。  

河川調査船『ゆはず』 

 
 

 

異常 
ナシ! 
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